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3．研究開発成果について
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目標設定の原点 （省エネの考え方）

対2008年実績 対2020年見込み

･ 既存技術の延長では、データセン
タ490億KWh ネットワ クル タ

Ⅲ-125

消費
エネルギー

総量

データセンタ65億KWh
ネットワーク80億KWhの
30%減のレベルに抑制

DCの拡大率、トラフィッ

ク増加率から考えて不
可能

タ490億KWh、ネットワークルータ
800億KWhと予想されるので､その
30%を抑制。

･予測には、極力客観指標を用いる。
･ 成果の社会への普及度に依存す

るが、主に技術として評価。
･ 要素技術の評価には､総量ではな

く密度での貢献値にも配慮

単位当たり
エネルギー
消費密度

J/mips, bps システムではなくデバイスの効率表示になってしまう

J/ラック、サーバ データセンターの充填率は、総重量（床加重）や総電気量で制
約される傾向があり、小型化、省エネ化で密度が大きく変化す
るJ/データセンター
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• Green-ITがなかった場合に2020年度に予測されるIT消費電力の30%を削減

省エネ目標量

2020年予測 30%

Ⅲ-126

• 多様な技術の相補的･総合的効果として目標達成を狙う

• 要素技術の効果を論ずる場合は､類似の従来技術や製品との比較を行う

データセンター 490億KWh 147億KWh

ネットワーク 800億KWh 240億KWh

合計387億KWh = 0.15億CO2トン

(METIが2030年に予測するGreen-in-IT効果の3/4)

ただし下記の条件が必要

データセンタやネットワーク需要が予測通り進展し集約化される

社会に普及する製品となって十分な効果を発揮する

価格競争力 (省エネ優遇策)
映像のネットワーク配信と光パスネットワークの浸透
高信頼型のデータセンターの国内需要

グリーンネットワーク・システム技術開発プロジェクト 中間評価分科会（2010.07.23） 事業原簿 公開

成果（1） サーバアーキテクﾁｬ Ⅲ-2-127

光インターコネクショ

①筐体内高密度・大容量接続を適用した省電力筐体のアーキテクチャーの検討
流速分布 温度分布

ンによる省スペース

配線化､ファン電力

の28%低減

(シミュレーション)

別のボードへ

②－１ ②－２LSI 光トランシーバ 光コネクタ

②筐体内高密度・大容量接続技術の開発
FAN CPUトランシーバ

②－３ ボード

ボード間接続用
光ファイバ

ポリマ光導波路

筐体

電気配線

オンボードの光接続損失の低減

・中間目標 損失 <15dB
・最終目標 損失 <10dB
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成果（2） ストレージシステム Ⅲ-2-228

ハードディスクの利用効率を上げ､スピンドル数を減らす省エネ

データ圧縮 (冗長度除去)

従来のファイル内の圧縮だけでなく､同じ(似た)ファイルが

複数ある状況で､より高度な圧縮を施す …

通常の書き込み 逐次化による
書き込み

番地1
番地2

番地432
番地105
番地1839
番地433
番地3

書込データ番地

→ ブロックごとの相同を検査して冗長性除去

逐次化

頻度の高いランダムアクセスを高速化するための

ブロックの再配置 １

…

１

100%

冗長性除去の効果

70%

CentOS5.2の圧縮効果

25-75%の削減効果
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成果（3） グリーン･クラウド Ⅲ-2-329

開発技術 概要

情
データの重複検出 データアクセスを少数のサーバーに

統合情報空間管理
デ タの重複検出｡デ タアクセスを少数のサ バ に
圧縮し、遊休サーバーを停止

データアフィニティ
高速な半導体ディスクの利用を前提にローカリティを最
優先にタスク分散、ネットワーク通信を削減して高速化

データ中心分散システム
データの処理先と格納先を柔軟に変更可能な動画、テキ
ストなどデータ・処理の特性と、ベクトル処理、GPUなど
サーバーの特性をマッチングさせて最適化

ネットワーク統合制御
分散ストレージをローカルストレージと同様に見せるデバ
イスネットワークでストレージIOネックを解消

分散キャッシュ
遠方のサーバーストレージへのアクセスをキャッシュする
ことで通信を低減
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成果（4） サーバ抜熱 Ⅲ-2-430

開発技術：プラグイン技術，直接液冷技術，ナノ流体技術，冷却ネットワーク技術

55

60

 CPU 1
 CPU 2

単相流熱交換器を実機
サーバに搭載した１０段
サーバラック

・ＣＰＵ直接設置の高性能ヒートスプレッダ。
・水冷を許容しないユーザにも適用可能。
ファンを停止して電力削減

ナノ流体ヒートパイプの実装は世界初
ヒートパイプ／液冷システムは世界初
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ヒ トパイプ／液冷システムは世界初
ＦＣ－７２を用いたヒートパイプの熱抵抗０．５Ｋ/Ｗは世界最高

ナノ流体中の粒子寸法、形状の制御は世界初
ナノ流体ヒートパイプ、フッ化炭素ナノ流体は世界初

• 優れた熱物性を有するワイヤ状ナノ粒子を優先的
に合成する方法を開発

• 熱伝導流体にナノ粒子を混入することで熱伝導効
率を向上

グリーンネットワーク・システム技術開発プロジェクト 中間評価分科会（2010.07.23） 事業原簿 公開

成果（5） サーバ抜熱31

相変化性能の向上
空冷方式と比較して冷却消費電力を８０％削減
（水冷方式と比較して６０％を削減）を検証

ＩＴ機器内では６５％以上

Ⅲ-2-5

25

30

柔軟接続構造を開発
樹脂チューブと冷媒の化学反応により
沸点が上昇する問題を内装金属チューブにて解決

凝縮部 蒸発部

IT機器内で相変化冷却を完結（空冷ＤＣ）

ＩＴ機器内では６５％以上
の冷却電力の削減が目
標

80

２ＣＰＵサーバに相変化冷却を組み込み動作温度を確認
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成果（6） 電源（アダプティブ電源） Ⅲ-2-632

システム効率（平日）_500ｋＷシステム
85%

試算結果

運転
運転
運転

運転

• 複数の電源系をすべて冗長運転させるのではなく､負荷に応じて必要な台数だけ運転し､効率の
良い領域を使う

• 直流化によって交直変換ロスと送電ロスを低減

システム効率
７９％

消費エネルギー

削減効果

(アダプティブマ
ネジメントの効
果は16.8%)

２５．９％
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【直流電源装置の運転台数制御イメージ 】
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PSUの高速安定化: アダプティブマネジメントでは、負荷変
動に高速に追従する必要がある。
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PSUをデジタル制御にすることで電圧変動を抑制
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成果（7） ルータ技術 Ⅲ-2-1033

（１） トラフィック観測・予測・最適性能予測技術
・長期変動⇒ 36%､短期変動⇒ 77%の転送性能低減を達成 (シミュレーション)
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バースト検知アルゴリズム

短期変動対応アルゴリズム最
大
転

に
対
す

リンク本数 (転送性能) を目標の60 % 以下 (8本のリ
ンクに対して4.8 本以下) に制御できることを確認
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短期変動対応アルゴリズムの適用例

ント ラ
(2)マルチエンジンルータ

(3) トラフィックの可視化
ルータがトラッフィクを計測し、収集でき
るプロトコルを実装

エンジン
ON

エンジン
ON

エンジン
OFF

インタ
フェース

インタ
フェース

コントローラ

性能指示

トラフィック量

性能可変ルータの概念図

・ m (≧2)個のエンジンを備え、
個々にOn/Off可能とすること
で低トラフィック時の消費電力
を抑制

るプロトコルを実装
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成果(8) ネットワークモデル設計 Ⅲ-2-934

トラフィック粒度はどうなるのか

ネットワークトラフィックは10年で15～30倍：既存ネットワークモデルでは消費電力増大
→ トラフィック粒度に応じて、従来型に加えて光パス網などの複数の方式を組み合わせる

ラベル

L3 ＩＰ交換網 ネットワークシステム全体としての
省エネ効果評価(テーマ2-(c)-オ)

→今後のトラフィックの粒度・容量を調査 (テーマ2- (a))

どうやって複数方式を使い分けるのか・方式設計
→ ネットワークが自律的に(テーマ2-(c)-ア)
→ アプリケーションの情報により(テーマ2-(c)-エ)

L1 光パス網

L2 ラベル
スイッチング網

光パス網はどこまで
電力削減が可能なのか。
→ ノード機器の調査評価 (テーマ2-(c)-イ)
→ 伝送技術の調査評価 (テーマ2-(c)-ウ)

グリーンネットワーク・システム技術開発プロジェクト 中間評価分科会（2010.07.23） 事業原簿 公開

開発目標（中間目標）と達成度 （データセンタ側）

開発目標（中間目標） 達成内容 達成
最終目標達成に向

けた取組み

サーバアー
キテクチャ

◆ 光配線の適用によるサーバ冷却の
ファン電力の30%削減、

◆ ボード間光接続に必要な接続損失

◆ 光配線によってバックプレーンを小型化
しファン電力低減の見通しを得た ○

プロトタイプ試作、
10Gbps通信向け

Ⅲ-1-235
○；達成、達成見込み、◎；超過達成

キテクチャ ◆ ボ ド間光接続に必要な接続損失
15dB以下への低減

◆ボード上での光接続法の改良 10dB損失

ストレージ
システム

◆ 記録されるデータの冗長性除去
によりスピンドル数の30%減

◆ 冗長性除去による効果の見積もり、ベン
チマークと、冗長性除去に必要な逐次化
記録法を開発

○
複数ノードシステム
への適用

グリーン・
クラウド

◆ 大理論モデル統合を行い、DC
内IT機器電力50％削減を理論検証

◆これまでに確立した一部技術による理論
モデル評価により、40％の削減を検証

○

未評価パターンの
評価、および追加
確立技術による削
減効果の積み上げ

抜熱

◆ サーバの冷却電力65%削減、流体
による高信頼の直接抜熱システム

◆ 80%の削減を実証、5年間の信頼度の
0.06度/Wの低接触伝熱抵抗構造

◎

薄型構造、信頼性
試験、ローコスト製
造法 デ タセン

抜熱 ◎
造法、データセン
ター実証

◆ 熱抵抗0.5度/W以下のﾋｰﾄｽﾌﾟﾚｯﾀﾞ
ナノ粒子による高効率熱輸送

◆ 目標値達成、サーバー実機での検証、
ナノ粒子の形状制御法

電源
◆ 直流電源システムでの冗長度の動

的制御運転により、消費電力量
30％削減

◆ 直流電源システムの方式決定
◆ 直流電源システムでの冗長度の動的制

御運転により、消費電力量30％削減の
見通し

○ 実機による検証

データセン
タモデル

◆ データセンタ、サーバーのエネ
ルギー効率指標の標準化。全シ
ステムの評価実証

◆エネルギー利用の最適化を図る
リファレンスモデルの開発

◆ エネルギー効率指標のプロトタイプを
作成

◆ データセンター運用の実態に合った
リファレンスモデル・ドラフトの作成

○

省エネ運用による
性能定価への対応、
全プロジェクト成果
の合算
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開発目標（中間目標）と達成度（ネットワーク側）

開発目標（中間目標） 達成内容 達成度
最終目標達成に
向けた取り組み

情報の流れと
◆ 量だけでなく粒度(パケットサ

イズ）を考慮したトラフィ ク ◆ 調査完了 中間報告書 ○
いったん終了。情勢

Ⅲ-1-236

○；達成、達成見込み、◎；超過達成

情報 流れ
トラフィック調査

イズ）を考慮したトラフィック
調査と将来予測

◆ 調査完了、中間報告書 ○
た 終了。情勢

変化への対応

省エネルータ
制御技術

◆ トラフィック変動の観測、
可視化と予測

◆ 転送能力を60%に抑制できる予
測精度を達成。

◆ 1000台規模でのトラフィック監
視技術、その消費電力取得プ
ロトコルをIETF標準提案

◎
実用性検証
(16速への拡張）

省エネルータ
装置

◆ 1ms以下で処理性能を4段階
に増減可能なルータエンジン

◆ 4速のルータエンジンを試作、
その制御ソフトを開発

○
16速への拡張
上記予測法との連携
技術と実証実験

◆ 省エネ光パス網に必要な信号

ネットワーク
モデル

◆ 光パスネットワークの実用性
検討

◆ トラフィックに応じてパス資源
を最小に制御するマルチレ
ベルパスネットワークのアー
キテクチャ検討。

◆ 総合評価

◆ 省エネ光パス網に必要な信号
再生・ノード構成技術確定

◆RSVP（帯域要求プロトコル）と
OpenFlowを用いたパス選択方
式設計

◆ マルチレベルパスに提案アル
ゴリズムを適用し、30%程度の
省エネの見通しを得た

○
既存ネットワークとの
共存を含めた光パス
実用化のシナリオ

グリーンネットワーク・システム技術開発プロジェクト 中間評価分科会（2010.07.23） 事業原簿 公開

研究開発成果 成果の意義

• 市場の創造･拡大

– 今後のITは､ネットワークの強化によって､モバイル型､シンクライアント型になるのは確実で、

その要所となるデータセンターとネットワークルータの市場拡大は自明である｡

エネルギーコストは データセンター運用コストの１０％から５０％に達すると言われており

Ⅲ-1-237

– エネルギーコストは､データセンター運用コストの１０％から５０％に達すると言われており､

省エネ効果の高いデータセンター､ネットワークルータ技術は､市場拡大に必要な技術である｡

一般に省エネ化技術は社会への訴求力があり､ データセンター､ネットワークにおいても市場競争

力を増す｡

• 技術のグローバル水準

– 光インコネ : 世界中で開発競争が進められており､日本の最先端研究の支援が必要なテーマ

– 抜熱 : ヒートポンプと並んで我が国が高い優位性を持ち､競合技術との比較で優位性

– 電源 : 直流化DCの実証実験が進んでいる｡ 動的制御､PSUの研究は世界的に見て高水準

評価指標 国際標準化の議論の始まりの中で 先行した指標作り– 評価指標 : 国際標準化の議論の始まりの中で、先行した指標作り。

– 電子ルータ: 電力制御機能付きルータエンジン､トラフィック予測の例は無く､世界初の技術

– 光パス : デバイス、アーキテクチャとも日本は高水準。適用範囲を広げ実用化する技術が必要

• 新技術領域

– 市場の拡大だけでなく､地球温暖化にとって重要な､日本の得意な領域の新技術である
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グリーンネットワーク・システム技術開発プロジェクト 中間評価分科会（2010.07.23） 事業原簿 公開

研究開発成果 成果の意義 (続き)

・ 成果の汎用性

– 光インコネ ： ボード内の光通信は､今後重要な技術に発展する可能性がある

– 抜熱 ： コストが解決すれば､オフィスや家庭内の熱源の抜熱にも適用可能

Ⅲ-1-238

– 電源 ： 直流化の効果が出れば､ソーラーや燃料電池など直流分散電源が増える環境で

波及効果が大きい

– 評価指標 ： IT機器の省エネ性を一般的に論じられる可能性がある

– 電子ルータ： 家庭用のBBルータなどにも適用可能

・ 対予算効果 (期待される効果の項で、別途説明)

・ 競合技術への優位性競合技術 優位性

– サーバーあるいはサーバーラック単位での省エネ対策が多い中で､データセンタ規模で最適化でき
れば効果が大きい。

– 冷却を省略したコンテナ型の安価･簡便なデータセンターが広がりつつあるが､日本では法的に実現
が困難である｡信頼性の点からも本プロジェクトの技術への期待が大きい。

– 光パスと電子ルータは､競合ではなく協調する関係にある。

グリーンネットワーク・システム技術開発プロジェクト 中間評価分科会（2010.07.23） 事業原簿 公開

成果の普及 （特許･論文･発表など）

特許 30 件、査読付論文 23 件、外部発表雑誌投稿 76 件､受賞 2件、他発表 16件

対象別

Ⅲ-1-239

成果の取り扱い ： 知的財産権については原則としてすべて委託先に帰属。
委託先においては、我が国の省エネルギー技術を基盤とする産業競争力の強化に資する
知財マネジメントを実施する。

研究発表・講演

受賞実績

新聞雑誌展示

会

対象別

サーバアーキテク

ストレージ

グリーンクラウド

抜熱 NEC
抜熱 産総研

電源

データセンタモデル

ネットワークモデル

省エネルータ

抜熱 産総研

電源

データセンタモデル

ネットワークモデル

省エネルータ

実施者別

0 20 40 60 80

特許

論文(査読）

0 10 20 30 40

サーバアーキテク

ストレージ

グリーンクラウド

抜熱 NEC
特許

論文(査読）

研究発表・講演

受賞実績

新聞雑誌展示会

#REF!
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グリーンネットワーク・システム技術開発プロジェクト 中間評価分科会（2010.07.23） 事業原簿 公開

期待される効果

開発項目
製品又は
電力コスト

金額
（億円）

　開発項目
電力削減
　(億kwh)

　　　対象機器

省エネ効果量製品市場

Ⅲ-1-240

電源

ｽﾄﾚｰｼﾞ

サーバ筐体

サーバ抜熱

クラウド

ＵＰＳ電源
(>10KVA) 243

ＲＡＩＤシステム

サーバ筐体 190

95

冷却モジュール 30

削減電力コスト
（ｻｰﾊﾞｽﾄﾚｰｼﾞ部分） 414

データセンタ消費電力

ｽﾄﾚｰｼﾞRAID台数

74電源

ストレージ

サーバ匡体

4

1 サーバ（ボリューム品）

サーバ

サーバ抜熱

データセンタ消費電力52サーバ抜熱

データセンタ消費電力23

ルータ ルータスイッチ 3194

ネットワーク
削減電力コスト
（光パス網部分） 2800

ルータ(ハイエンド品)
ルータ(ボリューム品)

データセンタ消費電力ストレージ
（クラウド）

90

ネットワーク

ルータ 122

280 電気ルータ

［製品市場規模］ > 3500億円@2020 （電力コスト削減除く)

［省エネ効果量］ 646億kwh@2020
387

←目標387億Kwhに対して

グリーンネットワーク・システム技術開発プロジェクト 中間評価分科会（2010.07.23） 事業原簿 公開

41

４．実用化見通しについて
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グリーンネットワーク・システム技術開発プロジェクト 中間評価分科会（2010.07.23） 事業原簿 公開

データセンタ

実用化の見通しについて (全体像）

①エネルギー利用最適化データセンタ基盤技術

Ⅳ-142

データサーバ

ネットワーク
1-a-ウ)
「クラウド・コンピューティング
技術の開発」

データセンタ

統合システム
消費電力30%減

冷却電力
30%減

ｽﾄﾚｰｼﾞ使用量
30%減

デ タサ
1-a-イ) 
「ｽﾄﾚｰｼﾞｼｽﾃﾑ向け省電力技術開発」

空調装置
1-b)
「最適抜熱方式の検討と
システム構成の開発」

電源システム
1-c)
「データセンタの電源ｼｽﾃﾑと
最適直流技術の開発」

サーバシステム
1-a-ア)
「将来の進化想定した低消費電力
アーキテクチャーの開発」

消費電力
30%減

30%減

空調消費電力
空冷：20%減
水冷：40%減

グリーンネットワーク・システム技術開発プロジェクト 中間評価分科会（2010.07.23） 事業原簿 公開

●：基本技術確立

▲：基本原理確認

20122011201020092008 2013 ～ 2015 ～ 2020近傍例えば

実用化の見通し （シナリオ）

実施者(6テーマ、7実施者）それぞれが独自に実用化検討

①エネルギー利用最適化データセンタ基盤技術

Ⅳ-143

▲

▲

最
終
目
標
試

実用化試作 事業化検討
①○○技術

②△△技術

▲ ●

●

●

中
間
目
標
試
作

事業化の検討項目
・適用サーバ装置の課題検討
・想定事業主管部門：○○事業部と調整
・製造部門：△△工場と調整
・投資：市場調査部とマーケット予想を調整
・標準化/規格調査

★事業化判断１（2013末）
・事業部門○○事業部(社)に決定
・技術課題確認▲

▲

試
作

② 技術 ●

●

作

▲
●検証用プロトタイプ

量産化検討

★事業化判断２（2014）

事業(製造)開始時期決定

・量産化設備／材料手配
・信頼性試験
・製造材料手配

製品判定１（2015） ★
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グリーンネットワーク・システム技術開発プロジェクト 中間評価分科会（2010.07.23） 事業原簿 公開

実用化の見通し （波及効果）

クラウドデータセンタを中心とする社会基盤の実現

あらゆる社会活動がクラウドセンタからのサービスとして供給される世界の実現

①エネルギー利用最適化データセンタ基盤技術

Ⅳ-144

具体的形態

省電力型ストレージサービス
・ストレージ容量貸し出しサービスを省電力に実現

省電力なクラウド向けIT製品群
・統合システムにより従来比30%以上の省電力特性実現

交換

CPU

メモリ

CPU

メモリ

CPU

メモリ

CPU

メモリ サーバ群サーバ群

交換 交換

クラウド

サービス サービス サービス

→ 多様なサービスのクラウド集約による「省エネルギ社会」を実現

交通交通 高齢社会高齢社会 教育教育

農業農業

単相流液冷実装サーバ製品
・サーバルーム空調電力を従来空冷方式より大幅改善

IT機器向け相変化冷却モジュール
・従来空冷式に比し大幅に冷却電力を削減

直流給電方式データセンタ電源システム
・従来交流給電システムに比し消費電力量を30%以上削減

スト
レージ

ノード

CPU

Cache

交換

伝送 伝送 伝送

スト
レージ

ノード

CPU

Cache

スト
レージ

ノード

CPU

Cache

スト
レージ

ノード

CPU

Cache

NW NW ルータルータ
群群

交換 交換

データセンタへのリソース集約による全

体最適化と経済価値への転換

監視監視
金融金融

医療医療

グリーンネットワーク・システム技術開発プロジェクト 中間評価分科会（2010.07.23） 事業原簿 公開

実用化の見通しについて (全体像）

② 革新的省エネルギーネットワーク・ルータ技術の研究開発

Ⅳ-145

電気

ルータ

適用対象 従来のインタネット等のトラフィック全般(ＩＰ交換網) 

省エネ目標 待機時、低負荷時の電力削減により３０％低電力

マイルストン ル タ プロトの試作 評価 実用化に向けた要素技術確立

ラベル
スイッチング網

ＩＰ交換網 課題 b (電気ルータの省エネ)

マイルストン ルータ・プロトの試作・評価、実用化に向けた要素技術確立

光パス網
課題 a, c (省エネ光パス網等活用

ネットワークモデル設計)

光パス網/
電気ルータ

組合せ

適用対象 高精細映像通信等の将来の大容量トラヒック（光パス網等へ振り分け）

省エネ目標 省エネ光パス網(帯域比電力が電気ﾙｰﾀの1/10以上)等の組合せで低電力化

マイルストン 新ネットワークモデル(プロト含)の構築・検証、設計完

省エネ電気ルータ
省エネ光パス網等

の組合せで
ネットワークシステムとし

て３０％省エネ化
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グリーンネットワーク・システム技術開発プロジェクト 中間評価分科会（2010.07.23） 事業原簿 公開

実用化の見通し （シナリオ） Ⅳ-146

20122011201020092008

ア 推定アルゴリズム（性能 実用化検討

電気ルータ

② 革新的省エネルギーネットワーク・ルータ技術の研究開発
●：基本技術確立

▲：基本原理確認

革
新
的
省
電
力
ル
ー
タ

ス
イ
ッ
チ最

終
目
標

▲ ●

▲ ●

▲

▲

●

ア．推定アルゴリズム（性能
予測) の開発及び評価

イ．推定アルゴリズム（回線
帯域予測）

ウ．ルータ実装

エ．サーバ実装

ア．ルータ実装

イ．通信品質確保技術

▲ ●

●
4段階切替 16段階切替

中
間
目
標

① トラフィッ
ク観測・予測
・最適性能
予測技術

② データ流
量適応型性

実用化検討

●

省
電
力
ル
ー
タ

・

ス
イ
ッ
チ

予測精度向上
短期変動対応

タ
・試

作
実用化検討

●▲

▲ ●

▲ ●

ア．消費電力取得技術

イ．ｻｰﾊﾞ・ﾙｰﾀ間
ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽ技術

ウ．ﾕｰｻﾞｲﾝﾀﾌｪｰｽ技術

エ．消費電力観測技術

▲ ●

▲ ●

数秒の短期
変動対応

試
作

能制御技術

③ 電力可視
化技術

●▲ 開発技術の波及分野
ネットワーク機器分野、伝送分野、

高速アクセス網装置分野等

数分の短期
変動対応

グリーンネットワーク・システム技術開発プロジェクト 中間評価分科会（2010.07.23） 事業原簿 公開

Ⅳ-147 実用化の見通し （波及効果）

・標準化の動きが始まった、「電力情報の可視化」技術に関し、IETF OPSAWGに標準化提案・議論
Power Consumption MIB for IP forwarding devices

- draft-teraoka-powerconsumption-mib-00 (Oct. 2009)

開発技術の標準化を通じた、ＩＴ/NW機器・システムビジネスへの参入

draft teraoka powerconsumption mib 00 (Oct. 2009)
- draft-teraoka-powerconsumption-mib-01 (Feb. 2010)

・ルータの動的性能変更技術、NWモデル設計に関して、成果の幅広い活用 に向けて学会・論文を通じて公開
⇒ サービス事業者の議論を実施する等、多様な視点から開発技術モデルの推進

億kWh

課題

課題b
122

開発成果の普及により実現

目標
240

削減効果

電力

(億kWh)

原油換算

（万kl）

CO2換算

（万トン）

課題b 122 283 750

課題a, c 280 646 1721
2006 2020

課題c
280

×10

年度

開発成果の普及により実現

80

800

398


